

























































② 「ワグナーのオペラを聞く」 （〈听槐格讷 （Wagner） 乐剧〉） （同 p59） も、ワグ
ナーの音楽をギリシャ神話の天上の火を盗んで人間界に与えたというプロメ
テウス （Prometheus） に喩えている。
③ 「地中海」 （同 p101） にもトロイア戦争の話があり、ヘレネ王妃の悲しみの歌
声の描写がある。
④ 「マンースフィルを悼む」 （〈哀曼殊斐儿〉） （同 p120） では、彼女の死を 「ギ
リシャ神話の冥界王者のハイデスの黒い車輪がまたフォンテンブローに響い
たと表現している。
⑤散文詩 「泰山の日の出」 （〈泰山日出〉） （同 p129） では、太陽が夜を駆逐する
ことをギリシャ神話のヘラクレス （Herakles） が阻害を排除したと喩えている。







①徐志摩は 1922年秋、帰国早々に清華大学における英語の講演“Art and Life”




② 1922年 3月 3日の日記に、ダヌンツィオの 『死の町』 を読み、魂を揺ぶら
れた程の“命と芸術への覚醒”を覚えたと散文 「ダヌンツィオ （一） 序文」 （〈丹




『アガメムノン』 やソフォクレスの 『アンティゴネス』 の物語をほぼ当該散文
の三分の一の紙幅を割いて述べている。
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③ 「キーツの 『ナイチンゲールの歌』」 （〈济慈的夜莺歌〉） （同 p64） の中の描写
にも、随所に南フランスのプロヴァンス地方の話やギリシャ神話が織り込まれ













⑤ 「おしゃべり」 （〈话匣子〉） のその （二） （同《丙》p116） 「ロバの群れの中の猫：
趙元任先生」 （〈一大群骡 ;一只猫 :赵元任先生〉） では、「我々は古典ギリシャ
へ戻って、我々の願いを甦らせることを提案したい」 とギリシャへの回帰願望
をはっきりと述べている。





















態を価値あらしめる」4） というウォルター・ペイター （Walter Horatio Pater, 
1839-94） の唯美主義的な価値観に出会い、また、ペイターの主要作品に浸透し






　徐志摩は、1920年 9月から 1922年 10月までケンブリッジ大学に居たころ、
後にイギリスの言語学大家までなり、「用語法統制の“統一科学”の構想者」5）
であると称されるオグデン （Charles Kay Ogden, 1889-1957） とリチャーズ
（Ivor Armstrong Richards, 1893-1979） らの設立したクラブ 「異端学会」 の熱心
な会員であったと思われる。なぜならば、1922 年 1 月 22 日徐志摩の Cam-
bridge King’s College からバートランド・ラッセル （Bertrand Arthur William 
Russell, 1872-1970） にあてた手紙 6） では、“I am glad to know both of you are 
coming to address the Heretics. Everybody here simply yearns to see and hear you 


































リー」 （〈徐志摩与阿瑟 · 魏理 （Arthur Waley）〉）8） の中で考察しているので、
ここでは、グループの中の一人、唯美主義の画家兼批評家のロジャー・フライ
（Roger Fry, 1866-1934）、及びフライを紹介してくれたディッキンソン （Golds 




は当時アーサー・ウェイリーがいた King’s College のフェローで、「医学から





手紙』 （〈从中国来的一封信〉） について、徐志摩は 「近代英文文学」11） の講義の




















　梁錫華 『徐志摩英文書信集』 （同注 12, p12） によれば、上記 「異端学会」 を
設立したメンバーの一人、リチャーズは梁氏に 「徐志摩は彼らが出版した


































　『ルネサンス―芸術と詩の研究』 は、その 「結論」 部の叙述が若者に悪影響
の危険があるからとの理由で、オックスフォードの同僚教授や聖職者たちから
「恐喝まがいの圧力」 を受け、1888年に現在のような内容に書き改められ、再




　実際、徐志摩は帰国後最初の講演、英語による 「芸術と人生」 （“Art and 
Life”） の中で、早速ペイターが 『ルネサンス』 の中で述べているギリシャ時代
の芸術と人生について語っている。徐志摩は講演の中で、「….the Greeks are 
concerned with beauty only in so far as it contributes to the realization of a good life, 







「“Therefore, enrich, augment, multiply, intensify and above all spiritualize your life 
（124）　中国文学研究　第三十一期





　徐志摩の 「芸術と人生」 の後半は、ほとんど、ウォルター・ペイターの 『ル
ネサンス』 の解説と引用である。ペイターの 『ルネサンス』 の中に 「ヴィンケ
ルマン」 というドイツの美術史家の唯美性について論じた一編があるが、徐志
摩もそのことについて触れ、次のように述べている。即ち、“By no people, 
says Winckelmann, the great German Renaissance Artist, has beauty been so es-








たかった 「過ぎ去ってゆく瞬間の美」 についても触れた。“But as for admoni-
tions in & principles of a worthy and sensible life, I can do no better than to quote 
once more Water Pater from his famous “Conclusion” to the studies in Renais-
sance.”“Every moment some form grows perfect …….; some mood of passion or 
insight or intellectual excitement is irresistible, real and attractive for us-for that 
moment only..….To burn always with this hard, gemlike flame, to maintain this ec-













光，火焰，象是热情 （艶麗が濃密を光り輝かせ― / 春の光、焔、情熱の如く）”
“冲破浓密，化一朵彩云：／它飞了，不见了，没了－ /象是春光，火焰，象是


















イターは言う。徐志摩もそのくだりを引用している。“we are all under sen-
tence of death but with a sort of indefinite reprieve: we have an interval, and then 
our place knows us no more. Some spend this interval in listlessness, some in high 
passions, …..Of such wisdom, the poetic passion, the desire of beauty, the love of art 
for art’s sake, has most. For art comes to you professing frankly to give nothing but 
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く」 （同注 4, p62） というペイターの 「死の意識によって活気づいた美への欲求」





　筆者が 「徐志摩 『ブラウニング夫人のラブ・ポエム』 執筆動機に関する一考







に、詩 「マンスフィールドを悼む」 （〈哀曼斯斐儿〉） のなかにも、「愛は命を実
現する唯一の道 / 死は深くて神秘的な溶炉 / この中から万象の根源の精華が練










ネサンス』 の 「結論」 編の後半部に述べている 「死の意識によって活気づいた
美への欲求」 の源は、富士川氏によれば、ウィリアム・モリスの 3巻からなる
長編詩 『地上楽園』 （1868-70） の 「過ぎ行く一瞬を惜しむがよい / そうすれば美
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